
◀オンラインによる緊急学習会▶ 

国による出生前検査を 
全妊婦に周知する施策を問う! 
̶ダウン症者はネガティブな存在ではない 

5月6日 (木) 19:00～20:30 
●日本ダウン症情報ネットワーク(DSIJ)事務局長 

百溪英一さん (東都大学客員教授、茨障研会員) に聞く 
　百溪さんは、ダウン症の子どもを持つ親です。百溪さんは、「新型出生前診断を全妊婦に周
知する施策」の中止を求めています。そんな百溪さんに、出生前診断の現状、問題点などにつ
いてうかがう一問一答形式の学習会です。論文「新型出生前診断とダウン症を持つ人の人権」
『障害者問題研究』（第43巻2号、2015年8月） 

厚生労働省の委員会は、妊娠の初期段階で全妊婦を対象に、「出生前診断の情報提供を行う
ことが適当である」と盛り込んだ報告をとりまとめました。現在でも、染色体異常が疑われ
た妊婦の９割以上が中絶を選択しています。この報告は、これを加速させるものです。こうし
た政府による積極的な周知は、ダウン症などの属性がネガティブなものであるという社会通
念の確立につながります。ダウン症を持ち生きる人たちの尊厳や人権を著しく損ないます。 

百溪さんは署名活動を進めています。 
https://www.change.org/save_life_with_DS 
http://dsij.jp/?p=912 

▶申込み 
　参加希望者は、「出生前診断学習会参加希望」と記し
て、氏名・メールアドレス・当日連絡できる電話番号を記入
の上、5月2日までに申し込んで下さい。 
申し込み先：児玉正文さん　ghh00175@nifty.com 

☆5月23日（日）にオンラインで、ダウン症児者、親さん、きょうだいからの発表を予定してい
ます。障害があることは、不幸ではありません。後日、案内を出します。 

主催　全国障害者問題研究会 茨城支部
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